
資料５

件名・議案 提案者
別添
資料

（頁）

提案理由等
（※シンポジウム等、後援関係については概

要を記載）

説明者

１．委員会関係

提案1

（幹事会附置委員会）
フューチャー・アースの推進
に関する委員会
(1)委員の決定(追加１件)

会長 別添1
(1)

　フューチャー・アースの推進に関す
る委員会における委員を決定する必要
があるため。

会長

提案2

（分野別委員会）
(1)委員会委員の決定（追加1
件）

第三部部長 別添1
(2)

　分野別委員会における委員を決定す
る必要があるため。

会長

提案3

（課題別委員会）
高レベル放射性廃棄物の処分
に関するフォローアップ検討
委員会
(1)設置要綱の一部改正（設
置期限の延長）

高レベル放射
性廃棄物の処
分に関する
フォローアッ
プ検討委員会
委員長

別添2
(3)

　意思の表出のとりまとめや、その査
読のために時間が必要なため。

会長

提案4

（課題別委員会）
我が国の研究力強化に資する
研究人材雇用制度検討委員会
(1)設置要綱の一部改正（設
置期限の延長）

我が国の研究
力強化に資す
る研究人材雇
用制度検討委
員長

別添3
(4)

　意思の表出のとりまとめや、その査
読のために時間が必要なため。

会長

提案5

（課題別委員会）
科学者からの自律的な科学情
報の発信の在り方検討委員会
(1)設置要綱の一部改正（設
置期限の延長）

科学者からの
自律的な科学
情報の発信の
在り方検討委
員会委員長

別添4
(5)

　意思の表出のとりまとめや、その査
読のために時間が必要なため。

会長

提案6

（課題別委員会）
日本学術会議の第三者評価機
能に関する検討委員会
(1)設置要綱の一部改正（設
置期限の延長）

日本学術会議
の第三者評価
機能に関する
検討委員会委
員長

別添5
(6)

　意思の表出のとりまとめや、その査
読のために時間が必要なため。

会長

２．提言等関係

提案7

提言「東日本大震災から新時
代の水産業の復興へ（第二次
提言）」について日本学術会
議会則第２条第３号の「提
言」として取り扱うこと

食料科学委員
会委員長

別添2 　食料科学委員会水産学分科会にお
いて、提言を取りまとめたので、関係
機関等に対する提言として、これを外
部に公表したいため。
※第二部査読

渡部終
五委員
長、青
木一郎
幹事

提案8

報告「わが国におけるがん研
究・診療・教育体制の問題点
と対策について」について日
本学術会議会則第２条第４号
の「報告」として取り扱うこ
と

基礎医学委員
会委員長、臨
床医学委員会
委員長

別添3 　基礎医学委員会・臨床医学委員会
合同腫瘍分科会において、報告を取り
まとめたので、関係機関等に対する報
告として、これを外部に公表したいた
め。
※第二部査読

前原清
彦委員
長

提案9

報告「生活習慣病研究のあり
方」について日本学術会議会
則第２条第４号の「報告」と
して取り扱うこと

臨床医学委員
会委員長

別添4 　臨床医学委員会循環器・内分泌・
代謝分科会において、報告を取りまと
めたので、関係機関等に対する報告と
して、これを外部に公表したいため。
※第二部査読

永井良
三委員
長

審　議　事　項
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提案10

報告「生体機能システムの理
解と予測・制御技術開発：計
算生命科学の導入による医
療・創薬の推進」について日
本学術会議会則第２条第４号
の「報告」として取り扱うこ
と

基礎医学委員
会委員長

別添5 　基礎医学委員会機能医科学分科会
において、報告を取りまとめたので、
関係機関等に対する報告として、これ
を外部に公表したいため。
※第二部査読

本間さ
と委員
長

提案11

提言「文化財の次世代への確
かな継承－災害を前提とした
保護対策の構築をめざして
－」について日本学術会議会
則第２条第３号の「提言」と
して取り扱うこと

史学委員会委
員長

別添6 　史学委員会文化財の保護と活用に
関する分科会において、提言を取りま
とめたので、関係機関等に対する提言
として、これを外部に公表したいた
め。
※第一部査読

木下尚
子委員
長

提案12

提言「再び高校歴史教育のあ
り方について」について日本
学術会議会則第２条第３号の
「提言」として取り扱うこと

史学委員会委
員長

別添7 　史学委員会高校歴史教育に関する
分科会において、提言を取りまとめた
ので、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※第一部査読

久保亨
委員
長、油
井大三
郎委員

提案13

提言「社会調査基盤のリノ
ベーションに向けた官民学連
携研究拠点の構築」について
日本学術会議会則第２条第３
号の「提言」として取り扱う
こと

社会学委員会
委員長

別添8 　社会学委員会社会統計アーカイヴ
分科会において、提言を取りまとめた
ので、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※第一部査読

盛山和
夫委員
長、岩
井紀子
副委員
長

提案14

提言「男女共同参画社会の形
成と民法改正の方向」につい
て日本学術会議会則第２条第
３号の「提言」として取り扱
うこと

法学委員会委
員長、社会学
委員会委員
長、史学委員
会委員長

別添9 　法学委員会ジェンダー法分科会、
社会学委員会ジェンダー研究分科
会、同複合領域ジェンダー分科会、
史学委員会歴史学とジェンダーに関
する分科会において、提言を取りまと
めたので、関係機関等に対する提言と
して、これを外部に公表したいため。
※第一部査読

浅倉む
つ子委
員長

提案15

提言「ケアの時代を先導する
若手看護学研究者の育成」に
ついて日本学術会議会則第２
条第３号の「提言」として取
り扱うこと

健康・生活科
学委員会委員
長

別添10 　健康・生活科学委員会看護学分科
会において、提言を取りまとめたの
で、関係機関等に対する提言として、
これを外部に公表したいため。
※第二部査読

太田喜
久子委
員長、
小松浩
子幹事

提案16

報告「東京電力福島第一原子
力発電所事故の教訓」につい
て日本学術会議会則第２条第
４号の「報告」として取り扱
うこと

総合工学委員
会委員長

別添11
～12

　総合工学委員会原子力事故対応分
科会において報告を取りまとめたの
で、関係機関等に対する報告として、
これを外部に公表したいため。
※第三部査読
　再提案（前回：第187回幹事会）

矢川元
基委員
長、成
合英樹
委員

３．規則関係

提案17

「日本学術会議栄誉会員の称
号の授与について」及び「日
本学術会議協力学術研究団体
規程」を改正すること

会長 別添1
(7～9)

 日本学術会議栄誉会員及び日本学術
会議協力学術研究団体が日本学術会議
の活動に協力する際の呼称を定める必
要があるため。

会長

４．国際関係

提案18

平成26年度代表派遣につい
て、実施計画に基づく7－9月
期の会議派遣者を決定するこ
と

会長 別添1
(10～
11)

　平成26年度代表派遣実施計画に基づ
き7－9月期の会議派遣者を決定する必
要があるため。

春日副
会長
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５．地区会議関係

提案19

地区会議構成員の所属地区の
変更を決定すること

科学者委員会
委員長

別添1
(12～
13)

　地区会議構成員から勤務地等の所在
する地区会議以外の地区会議への所属
変更の申出があったため。

小林副
会長

６．シンポジウム等

提案20

公開シンポジウム「フラン
ス・日本シンポジウム：エネ
ルギーの将来のための先端材
料科学　エネルギー生産・貯
蔵のための高信頼性・耐久
性・安全性の材料に向けて」

家副会長 別添13
(1～3)

主催：日本学術会議
共催：在日フランス大使館、フランス
科学アカデミー
日時：平成26年6月30日（月）～7月1
日（火）
場所：日本学術会議講堂

－

提案21

日本学術会議主催学術フォー
ラム「初等中等教育における
海洋教育の役割と課題－海洋
立国を担う若手の育成に向け
て－」

会長 別添13
(4～5)

主催：日本学術会議
日時：平成26年8月1日（金）13:00～
17:30
場所：日本学術会議講堂

－

提案22

日本学術会議主催学術フォー
ラム「東日本大震災・阪神淡
路大震災等の経験を国際的に
どう活かすか」

会長 別添13
(6～8)

主催：日本学術会議
日時：平成26年11月29日（土）10:00
～17:30
場所：日本学術会議講堂

－

提案23

公開シンポジウム「東日本大
震災に係る食料問題フォーラ
ム2014　川内村ワークショッ
プ」

農学委員会委
員長、食料科
学委員会委員
長、健康・生
活科学委員会
委員長

別添13
(9～
10)

主催：日本学術会議農学委員会・食料
科学委員会・健康・生活科学委員会合
同東日本大震災に係る食料問題分科
会、農学委員会・食料科学委員会合同
農業情報システム学分科会、同農芸化
学分科会、農学委員会農業経済学分科
会、食料科学委員会水産学分科会、同
畜産学分科会
日時：平成26年7月4日(金)13:00～
17:30
場所：福島県川内村コミュニティーセ
ンター
※第二部承認

－

提案24

公開シンポジウム「第８回基
礎法学総合シンポジウム
〈若者〉と法」

法学委員会委
員長

別添13
(11～
12)

主催：日本学術会議法学委員会
日時：平成26年7月5日（土）13:00～
18:00
場所：日本学術会議講堂
※第一部承認

－

提案25

公開シンポジウム「高齢者が
安心して暮らせる健康コミュ
ニティを目指して」

健康・生活科
学委員会委員
長

別添13
(13～
14)

主催：日本学術会議健康・生活科学委
員会 高齢者の健康分科会
日時：平成26年7月5日(土)13:00～
16:00
場所：桜美林大学大学院四谷キャンパ
ス
※第二部承認

－

提案26

公開シンポジウム「安全工学
シンポジウム2014」

総合工学委員
会委員長、機
械工学委員会
委員長

別添13
(15～
22)

主催：日本学術会議総合工学委員会・
機械工学委員会合同工学システムに関
する安全・安心・リスク検討分科会
日時：平成26年7月10日(木)～11日
(金)
場所：建築会館
※第三部承認

－
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提案27

公開シンポジウム「大学教育
における社会福祉学分野の質
保証―学士課程における社会
福祉学分野の参照基準につい
て―」

社会学委員会
委員長

別添13
(23～
24)

主催：日本学術会議社会学委員会社会
福祉学分野の参照基準検討分科会
日時：平成26年7月21日（月）10:00～
12:00
場所：大正大学礼拝堂
※第一部承認

－

提案28

市民公開講座「ロコモティブ
シンドロームの予防と治療‐
軟骨障害から変形性関節症
‐」

臨床医学委員
会委員長

別添13
(25～
26)

主催：日本学術会議臨床医学委員会
運動器分科会
日時：平成26年7月27日(日)14:00～
16:30
場所：中国新聞大ホール
※第二部承認

－

提案29

公開シンポジウム「大学で学
ぶ農学とは‐学士課程教育に
おける参照基準‐」

農学委員会委
員長、食料科
学委員会委員
長

別添13
(27～
28)

主催：日本学術会議農学委員会・食料
科学委員会合同農学分野の参照基準検
討分科会
日時：平成26年7月29日(火)13:30～
17:00
場所：日本学術会議6階会議室
※第二部承認

－

提案30

市民公開講演会「生存農学の
基盤：地球環境の維持と安定
的生産システム」

農学委員会委
員長、食料科
学委員会委員
長

別添13
(29～
30)

主催：日本学術会議農学委員会、食料
科学委員会
日時：平成26年8月10日(日)13:30～
16:30
場所：日本大学三島駅北口校舎大教室
※第二部承認

－

提案31

公開シンポジウム「学士課程
教育における電気電子工学分
野の参照基準案」

電気電子工学
委員会委員長

別添13
(31～
32)

主催：日本学術会議電気電子工学委員
会、電気電子工学分野の参照基準検討
会分科会
日時：平成26年7月12日(土)14:00～
17:00
場所：東京大学本郷キャンパス
※第三部承認

－

提案32

公開講演会「日本とドイツの
里地・里山の生物多様性・生
態系サービス研究」

統合生物学委
員会委員長、
環境学委員会
委員長

別添13
(33～
34)

主催：日本学術会議統合生物学委員
会・環境学委員会合同自然環境保全再
生分科会
日時：平成26年8月30日(土)13：30～
16：30
場所：福井県三方青年の家
※第三部承認

提案33

公開シンポジウム「社会に対
する若手研究者の責任―科学
者倫理と若手研究者―」

若手アカデ
ミー委員会委
員長

別添13
(35～
36)

主催：日本学術会議若手アカデミー委
員会若手研究者ネットワーク検討分科
会
日時：平成26年7月26日(土)13：00～
15：40
場所：大阪大学中之島センター

－

提案34

公開シンポジウム「キャビ
テーションに関するシンポジ
ウム(第17回)」

機械工学委員
会委員長

別添13
(37～
38)

主催：日本学術会議機械工学委員会
日時：平成26年11月20日(木)～21日
(金)
場所：東京大学生産技術研究所
※第三部承認

－

提案
34-2

公開シンポジウム「環日本海
の文化交流－出会い・交錯・
摩擦・融合－」
※副題は検討中

第一部部長 別添13
(39～
40)

主催：日本学術会議第一部、金沢大学
日時：平成26年8月3日 (日） 13:00～
17:00
場所：石川県政記念しいのき迎賓館

－
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７．後援

提案35

国際会議の後援をすること 会長

-

　以下の国際会議について、後援の申
請があり、国際委員会において審議を
行ったところ、適当である旨の回答が
あったので、後援することとしたい。

①地震と自然災害に関する測地学国際
シンポジウム(GENAH2014)
主催：国際測地学協会
日時：平成26年7月22日(火)～26日
(土)
場所：ホテル大観荘（宮城県松島町）
参加予定者数：国外50人、国内100
人、計150人
参加予定国数：25ヵ国・地域
申請者：地震と自然災害に関する測地
学国際シンポジウム　組織委員長　橋
本　学

会長

　以下の会議について、後援の申請が
あり、関係する部・委員会に審議付託
したところ、適当である旨の回答が
あったので、後援することとしたいた
め。

①第16回日本感性工学会大会
主催者：日本感性工学会
日時：平成26年9月4日（木）～6日
（土）
場所：中央大学後楽園キャンパス
申請者：日本感性工学会会長　高寺
政行
参加予定者数：約800名
審議付託先：第三部

②第12回男女共同参画学協会連絡会シ
ンポジウム
主催者：男女共同参画学協会連絡会
日時：平成26年10月4日
場所：東京大学駒場キャンパス
申請者：男女共同参画学協会連絡会
第12期委員長　平田　典子
参加予定者数：約150名
審議付託先：科学者委員会

③Plasma Conference 2014
主催者：プラズマ核融合学会、日本物
理学会領域2、応用物理学会プラズマ
エレクトロニクス分科会
日時：平成26年11月18日（火）～21日
（金）
場所：新潟コンベンションセンター
申請者：Plasma Conference 2014運営
委員長　田中　和夫
参加予定者数：約1,000名
審議付託先：第三部

④土木学会創立100周年記念式典
主催者：公益社団法人土木学会
日時：平成26年11月21日（金）
場所：東京国際フォーラム
申請者：公益社団法人土木学会会長
橋本　鋼太郎
参加予定者数：約1,000名
審議付託先：第三部

国内会議の後援をすること 会長

-

会長

提案36
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⑤第35回日本熱物性シンポジウム
主催者：日本熱物性学会
日時：平成26年11月22日（土）～24日
（月）
場所：東京工業大学大岡山キャンパス
申請者：日本熱物性学会会長　吉田
篤正
参加予定者数：約250名
審議付託先：第三部
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